
開
か

れた
議会を目指し
て

132号
発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会／発行日： 2026.6.1

市議会ウェブサイトやフェイスブックページで、
議会の活動や各種情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

　
本
市
の
一
般
会
計
予
算
は
276
億
３
千
100

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
、
34
億
５
千
300

万
円
減
、
11
・
１
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
役
所
本
庁
舎
建
設
事
業
費
や
西
い
ぶ

り
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費
な
ど

の
大
規
模
事
業
の
減
少
が
主
な
要
因
で
す
。

　
一
方
で
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
再
延

命
化
事
業
や
道
道
上
登
別
室
蘭
線
東
通
改

良
受
託
事
業
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
市
民
税
の
増
収
を
見
込
み
、

市
税
全
体
で
増
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、

人
口
減
少
な
ど
の
影
響
を
踏
ま
え
、
地
方

交
付
税
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
程
度
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
赤
字
予
算
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

家
計
の
貯
金
に
あ
た
る
財
源
調
整
用
基
金

な
ど
を
５
億
円
活
用
し
て
予
算
が
編
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
や
保

育
料
多
子
軽
減
、
保
育
所
遊
具
購
入
費
な

ど
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

富
岸
児
童
館
整
備
や
小
学
校
空
調
設
備
整

備
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
た
事
業

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の
見
直

し
や
観
光
振
興
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

推
進
な
ど
の
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
取
り
組
み
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
内
容
や
財
源
の
考
え
方

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
審
査
の

結
果
、
令
和
８
年
度
各
会
計
予
算
案
は
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
辻つ

じ

）

詳しい質疑の内容を録画
配信でご覧いただけます。
スマートフォンなどをお
持ちの方は、下の二次元
コードからご覧ください。

　令和８年第１回定例会において、３月10日～
13日の間、予算・決算委員会を開催し、令和８
年度の予算関連議案の審査を行いました。
　委員15名から約221項目にわたる質疑の後、
総括質疑を行い、審査は合計で約24時間19分に
及びました。
　その結果、一般会計予算、各特別会計予算及
び各事業会計予算を全て全会一致で可決しまし
た。

令
和
８
年
度

予
算
審
査
の
概
要

予算審査特集 委員15名が
令和８年度予算を問う

（前年度当初予算比7,060万円増） （前年度当初予算比6億290万円増）

（前年度当初予算比27億7,950万円減） （前年度当初予算比34億5,300万円減）

102億6,890万円

令和８年度当初予算の内訳

61億7,880万円

440億7,870万円 276億3,100万円

特別会計 公営企業会計

 全会計 一般会計
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予算・決算委員会（令和８年度予算審査）総括質疑、各委員の質疑
　
令
和
８
年
度
予
算
は
、
第
４
期
基
本
計
画

の
初
年
度
で
あ
り
、
中
期
財
政
見
通
し
を
踏

ま
え
た
事
業
の
整
合
性
や
優
先
順
位
付
け
が

求
め
ら
れ
る
中
、
将
来
的
な
市
民
生
活
へ
の

影
響
な
ど
も
考
慮
し
、
重
要
な
分
岐
点
と
捉

え
て
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質　
持
続
可
能
で
将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い

予
算
と
な
っ
た
の
か
。

答　
当
初
予
算
は
均
衡
予
算
に
は
至
ら
ず
、

財
源
調
整
用
基
金
等
を
活
用
し
て
編
成
す
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

予
算
を
積
み
上
げ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
引
き
続
き
歳
入
の
確
保
や
創
意
工
夫
に
よ

り
少
な
い
経
費
で
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
み
、
収
支
不
足
解
消
に
向
け
、
財
源
調

整
用
基
金
等
の
維
持
・
確
保
に
努
め
て
い
く
。

質　
予
算
編
成
に
当
た
る
市
長
の
思
い
は
。

答　
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ど

も
フ
ァ
ー
ス
ト
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

笑
顔
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
各
地
域
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
未
来
に
つ
な
ぎ
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
け
る
糧
と
な
る
よ
う
人
口

減
少
を
は
じ
め
と
し
た
課
題
に
戦
略
的
に
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
伊い

藤と
う

）

質　
歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
に
つ
い
て
、

人
口
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
額
が
前
年
度
よ
り

約
１
億
１
千
300
万
円
増
加
し
て
い
る
が
、
こ

の
要
因
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
課
税
対
象
人
数
が
前
年
度
決
算
見
込
み

で
約
300
名
増
加
し
、
併
せ
て
、
平
均
課
税
額

も
約
３
千
円
上
昇
し
た
。

　
加
え
て
、
個
人
の
収
入
増
に
伴
う
１
人
あ

た
り
の
課
税
額
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
予

算
額
は
約
１
億
１
千
300
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
る
。

質　
ふ
る
さ
と
納
税
は
本
市
の
自
主
財
源
を

確
保
す
る
上
で
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て

お
り
、
予
算
額
が
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
約

15
億
５
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
水

準
が
寄
附
額
の
ピ
ー
ク
か
。

答　
令
和
８
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
目
標
額

は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
が
、
市
政
執

行
方
針
で
示
し
た
と
お
り
、
本
市
の
優
位
性

で
あ
る
ウ
ニ
な
ど
の
水
産
物
や
観
光
資
源
を

最
大
限
に
生
か
し
た
返
礼
品
を
維
持
し
な
が

ら
新
た
な
返
礼
品
の
発
掘
・
開
発
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
、
将
来
の
寄
附
額
は
17

億
５
千
万
円
到
達
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
令
和
８
年
度
予
算
額
の
15
億
５

千
万
円
は
最
終
到
達
点
（
ピ
ー
ク
）
と
は
捉

え
て
い
な
い
。�

（
若わ

か

木き

）

質　
先
般
、
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
が
廃
止

さ
れ
、
揮
発
油
税
と
地
方
揮
発
油
税
、
軽
油

引
取
税
の
暫
定
税
率
分
が
な
く
な
る
こ
と
と

な
る
が
、
こ
の
う
ち
地
方
揮
発
油
税
は
、
地

方
自
治
体
へ
の
財
源
譲
与
を
目
的
と
し
た
地

方
譲
与
税
の
一
つ
で
あ
り
、
国
税
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
税
収
は
全
額
が
地
方
自
治
体
に

譲
与
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
暫
定
税
率
の
廃
止
に
よ

り
、
本
市
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
は
。

答　
令
和
８
年
度
は
国
か
ら
の
地
方
特
例
交

付
金
に
よ
っ
て
全
額
が
補
填
さ
れ
る
が
、
国

は
令
和
９
年
度
以
降
は
税
制
改
正
で
結
論
を

得
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て

も
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

質　
本
市
で
は
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

や
新
庁
舎
建
設
な
ど
の
投
資
的
支
出
が
一
定

期
間
続
き
、
今
後
に
お
い
て
、
公
債
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
本
市
の
実
質
公
債
費

比
率
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
本
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
３
カ
年

平
均
で
10
％
程
度
で
推
移
し
、
国
の
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
複
数
の

大
型
事
業
を
同
時
進
行
し
て
お
り
、
今
後
は
、

上
昇
傾
向
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
に
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

�

（
小お

栗ぐ
り

）

質　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
し
て
、

こ
ど
も
関
連
の
事
業
で
主
な
増
減
要
因
と
な

っ
た
内
容
は
。

答　
増
加
し
た
主
な
も
の
と
し
て
は
、
令
和

８
年
４
月
よ
り
鷲
別
保
育
所
の
民
間
委
託
を

開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
普
通
保
育
所
の
運

営
管
理
業
務
委
託
料
が
増
額
し
て
い
る
ほ
か
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
併
設
に
よ
り
整
備
予

定
で
あ
る
（
仮
称
）
富
岸
児
童
館
に
つ
い
て
、

基
本
設
計
等
に
着
手
す
る
た
め
の
整
備
事
業

費
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て
、
小
中
学
校
情
報

教
育
推
進
事
業
費
の
予
算
を
増
額
す
る
と
と

も
に
、
学
校
の
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
と

し
て
、
小
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業
費
を
計

上
し
て
い
る
。

　
一
方
、
主
な
減
少
要
因
と
し
て
は
、
児
童

手
当
お
よ
び
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
支
給
延
べ
人
数
の
状
況
か
ら
減
少
を

見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
幌
別
児
童
館
統
合
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
を
も
っ

て
事
業
を
完
了
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
お
い
て
、

昨
年
度
は
、
校
舎
の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
集
中
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
主
な
減
少

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
足あ

立だ
ち

）
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質　
被
保
険
者
数
の
減
少
や
低
所
得
層
の
多

さ
、
給
付
費
の
増
加
と
い
う
厳
し
い
構
造
の

中
で
、
介
護
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
と
す
る
た
め
、
第
10
期
計
画
を
ど
の

よ
う
な
方
向
性
で
策
定
す
る
の
か
。

答　
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
や
給
付
実
績
を
踏
ま

え
、
国
の
基
本
指
針
に
沿
い
、
本
市
の
実
情

に
即
し
た
計
画
を
策
定
す
る
。
保
険
料
は
給

付
費
見
込
み
や
基
金
状
況
を
勘
案
し
て
適
切

に
設
定
し
、
給
付
費
の
適
正
化
と
制
度
の
安

定
運
営
を
図
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
体
制
を
構
築
す
る
。

�

（
成な

り

田た

）

質　
令
和
７
年
度
に
被
害
を
受
け
た
簡
易
水

道
施
設
の
本
復
旧
工
事
後
の
耐
震
性
は
。

答　
被
災
し
た
取
水
施
設
の
本
復
旧
工
事
に

つ
い
て
は
、
国
の
災
害
復
旧
事
業
を
活
用
す

る
た
め
に
は
原
形
復
旧
が
原
則
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
原
形
復
旧
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
部
の
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
最
新

の
基
準
に
基
づ
き
復
旧
す
る
。

　
ま
た
、
管
路
の
復
旧
は
耐
震
性
を
有
す
る

も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
復
旧
工
事
後
は
、

既
存
施
設
よ
り
も
耐
震
性
の
機
能
が
強
化
さ

れ
た
施
設
に
な
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

�

（
天て

ん

神じ
ん

林ば
や
し

）

質　
鬼
ま
ち
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
目
的
と
内
容
は
。

答　
中
央
地
区
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
内
容
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
交

通
移
動
支
援
に
係
る
実
証
で
あ
り
、
外
部
事

業
者
へ
の
委
託
を
予
定
し
て
い
る
。

　
配
車
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
ほ
か
、
ア
ー

ニ
ス
な
ど
で
発
行
す
る
レ
シ
ー
ト
の
金
額
に

応
じ
て
協
力
事
業
者
の
タ
ク
シ
ー
で
利
用
可

能
な
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
千
円
の
購
入
ご
と
に
100
円
分
の
ク

ー
ポ
ン
の
配
布
を
想
定
し
て
い
る
。

�
（
金か

な

澤ざ
わ

）

質　
夜
間
や
停
電
時
の
視
認
性
の
確
保
は
。

答　
照
明
設
置
不
可
の
た
め
夜
間
停
電
時
は

懐
中
電
灯
携
行
の
周
知
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

質　
手
す
り
な
ど
の
設
置
は
。

答　
許
可
が
下
り
ず
設
置
し
な
い
。

質　
除
雪
対
策
は
。

答　
保
安
員
の
調
整
が
つ
い
た
日
程
で
除
雪

を
実
施
す
る
。

　
津
波
避
難
時
の
線
路
横
断
の
必
要
性
は
理

解
す
る
も
の
の
、
津
波
避
難
は
一
度
し
か
本

番
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
委
員
間
討
議
を

実
施
し
、
付
帯
決
議
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

�

（
今こ

ん

野の

）

質　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
と
し
て

税
率
の
引
き
上
げ
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
の

影
響
は
。

答　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
導
入
に

伴
い
、
国
へ
の
納
付
金
額
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
税
率
の
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
場
合
に
は

財
源
を
確
保
で
き
な
く
な
る
た
め
基
金
の
取

り
崩
し
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
単
年
度
収

支
が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、

そ
の
補
填
財
源
と
し
て
の
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
は
、
国
保
財
政
の
さ
ら
な
る
悪
化
に
つ

な
が
る
。

�

（
戸と

井い

）

質　
リ
フ
ト
使
用
料
以
外
の
収
益
の
増
加
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
や
小
規
模
ス
キ

ー
場
の
特
徴
を
生
か
し
た
修
学
旅
行
の
受
け

入
れ
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ス
キ
ー
修
学
旅
行
は
、
物
価
高
騰
や
航
空

運
賃
の
上
昇
に
よ
り
特
に
九
州
方
面
か
ら
の

誘
致
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
旅
行
業
者

と
連
携
し
て
営
業
を
進
め
て
い
く
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
サ
ン
ラ
イ
バ
こ
ど
も
の
日

と
題
し
、
18
歳
以
下
の
利
用
促
進
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

�

（
工く

藤ど
う

）

質　
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
中
で
子
ど
も
た

ち
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
将
来
に
わ
た
る
都
市

間
の
友
好
関
係
を
支
え
る
大
変
有
意
義
な
取

り
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

答　
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
に

つ
い
て
は
将
来
的
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質　
宿
泊
費
や
交
通
費
の
高
騰
が
続
き
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
負
担
が
増
し
て
い
る
が
、
現

状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
今
後
の
事
業
実
施
に
は
、
十
分
に
打
ち

合
わ
せ
た
上
、
意
見
・
要
望
を
聞
い
て
い
く
。

�

（
杉す

ぎ

尾お

）

質　
令
和
８
年
度
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、

ペ
ッ
ト
避
難
の
訓
練
は
実
施
さ
れ
る
の
か
。

答　
令
和
８
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い

て
は
、
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
Ｊ
Ｒ
線
路

横
断
を
含
む
津
波
か
ら
の
避
難
を
主
要
な
訓

練
と
し
て
検
討
し
て
お
り
、
避
難
訓
練
に
お

い
て
は
、
高
台
避
難
場
所
ま
で
の
ペ
ッ
ト
と

の
避
難
に
つ
い
て
、
参
加
い
た
だ
く
こ
と
は

可
能
と
考
え
て
い
る
。

　
細
部
の
訓
練
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
の
方
と

協
議
し
な
が
ら
具
体
化
し
て
い
く
。

�

（
足あ

立だ
ち

）

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

��

第第
1010
期
計
画
に
向
け
て

期
計
画
に
向
け
て

簡
易
水
道
施
設
の

簡
易
水
道
施
設
の

��

復
旧
工
事
後
の
耐
震
性
は

復
旧
工
事
後
の
耐
震
性
は

鬼
ま
ち
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
よ
る

鬼
ま
ち
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
よ
る

��

ま
ち
づ
く
り
は

ま
ち
づ
く
り
は

Ｊ
Ｒ
線
路
横
断
避
難
の

Ｊ
Ｒ
線
路
横
断
避
難
の

��

安
全
性
を
求
め
て

安
全
性
を
求
め
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の

��

取
り
組
み
は

取
り
組
み
は

ス
キ
ー
場
収
益
を
上
げ
る

ス
キ
ー
場
収
益
を
上
げ
る

��

取
り
組
み
は

取
り
組
み
は

姉
妹
都
市
交
流
事
業
の

姉
妹
都
市
交
流
事
業
の

��

継
続
の
あ
り
方

継
続
の
あ
り
方

総
合
防
災
訓
練
で
の

総
合
防
災
訓
練
で
の

��

ペ
ッ
ト
避
難
の
訓
練
は

ペ
ッ
ト
避
難
の
訓
練
は
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質　
交
通
事
業
者
第
二
種
免
許
支
援
補
助
金

の
事
業
を
導
入
し
た
経
緯
は
。

答　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
乗
務
員
確
保
の
支

援
の
た
め
に
導
入
し
た
。

質　
対
象
と
な
る
事
業
者
は
何
社
か
。

答　
２
社
を
想
定
し
て
い
る
。

質　
一
人
当
た
り
の
補
助
額
は
い
く
ら
か
。

答　
一
人
当
た
り
の
第
二
種
免
許
取
得
費
用

を
約
30
万
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
そ
の
４
分

の
１
に
当
た
る
７
万
５
千
円
を
補
助
額
と
し

て
想
定
し
て
い
る
。

�

（
佐さ

さ々

木き

）

質　
令
和
７
年
度
と
同
額
の
事
業
費
450
万
円

の
内
訳
は
。

答　
登
別
市
法
人
後
見
支
援
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
に
お
い
て
補
助
金
の
上
限
額
を
昨
年

度
と
同
額
の
450
万
円
と
規
定
し
て
い
る
。

　
内
訳
は
、
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
法

人
後
見
業
務
を
主
に
担
っ
て
い
る
職
員
１
名

の
人
件
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

質　
事
業
開
始
後
の
実
績
は
何
件
あ
る
の
か
。

答　
本
事
業
開
始
後
に
登
別
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
後
見
な
ど
を
受
任
し
た
実
績
は
、
現

在
ま
で
１
件
と
聞
い
て
い
る
。

�

（
岩い

わ

田た

）

質　
令
和
６
年
度
の
出
生
数
は
155
人
で
令
和

７
年
度
の
出
生
の
見
込
み
が
178
人
と
増
加
し
、

令
和
８
年
度
も
同
様
の
見
込
み
数
と
な
っ
て

い
る
が
、
算
出
方
法
と
増
加
の
要
因
は
。

答　
令
和
７
年
度
の
出
生
数
の
見
込
み
は
妊

娠
届
出
時
や
妊
婦
が
転
入
し
て
き
た
時
点
で

把
握
し
た
出
産
予
定
日
か
ら
算
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
増
加
の
要
因
に
つ
い
て
は
妊
娠
・

出
産
と
い
う
命
が
育
ま
れ
る
課
程
は
奇
跡
の

連
続
で
分
析
は
難
し
い
も
の
の
、
現
状
と
し

て
は
大
変
喜
ば
し
い
状
況
で
、
引
き
続
き
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

�
（
若わ

か

木き

）

質　
就
労
支
援
事
業
が
令
和
８
年
度
か
ら
直

営
と
な
る
が
、
市
民
や
職
員
に
与
え
る
影
響

は
。

答　
就
労
支
援
事
業
は
、
就
労
の
前
段
階
に

必
要
な
生
活
習
慣
や
社
会
的
能
力
な
ど
の
形

成
を
図
る
事
業
で
あ
る
。

　
利
用
者
と
の
面
談
や
パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得

な
ど
の
具
体
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
主
に
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
有
す
る

外
部
講
師
に
依
頼
す
る
。

　
外
部
講
師
と
市
担
当
が
連
携
し
、
事
業
利

用
者
を
支
援
し
て
い
く
。

�

（
井い

野の

）

　
登
別
市
地
域
公
共
交
通
計
画
は
、
令
和
８

年
度
を
も
っ
て
計
画
期
間
が
終
了
と
な
る
た

め
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
新
た
な
計
画
の
策

定
に
向
け
て
、
地
域
公
共
交
通
計
画
改
訂
事

業
費
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

質　
交
通
計
画
の
改
訂
に
向
け
て
、
近
隣
の

医
療
機
関
の
再
編
も
視
野
に
入
れ
る
考
え
は
。

答　
当
該
再
編
に
伴
い
、
今
後
ど
の
よ
う
な

影
響
が
生
じ
る
の
か
を
交
通
事
業
者
な
ど
の

関
係
者
に
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
内
容
を
登

別
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
と
も
共

有
し
な
が
ら
計
画
改
訂
を
進
め
て
い
く
。

�

（
伊い

藤と
う

）

質　
鷲
別
保
育
所
民
営
委
託
に
よ
る
子
ど
も

へ
の
影
響
は
。

答　
移
行
後
は
、
民
間
事
業
者
が
運
営
す
る

こ
と
で
、
民
間
の
手
法
や
技
術
を
取
り
入
れ

た
保
育
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

質　
保
育
認
定
児
童
が
減
少
す
る
中
で
、
今

後
の
施
設
の
考
え
は
。

答　
現
時
点
で
は
施
設
の
統
合
な
ど
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
、
子
ど
も
の
人
数
や
保

育
需
要
の
状
況
も
踏
ま
え
、
幼
保
連
携
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
変
更
と
併
せ
た
施
設
の
統
合

も
視
野
に
入
れ
て
い
く
。

�

（
宮み

や

武た
け

）

質　
今
回
、
新
た
に
妊
婦
へ
の
予
防
接
種
と

し
て
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
始
ま
る
が
、

免
疫
力
の
低
下
や
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど

の
持
病
を
持
つ
高
齢
者
は
肺
炎
の
リ
ス
ク
が

高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
高
齢
者
へ
の
定
期
接
種
の
考
え
は
。

答　
現
在
、
高
齢
者
へ
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
国
に
お
い
て
定
期
接
種
化
に
関
す
る

議
論
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
有
効
性
や
安
全

性
、
疾
病
負
荷
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

　
今
後
も
そ
の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

�

（
小お

栗ぐ
り

）

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

��

乗
務
員
不
足
対
策
は

乗
務
員
不
足
対
策
は

法
人
後
見
支
援
事
業
補
助
金

法
人
後
見
支
援
事
業
補
助
金

出
生
数
増
加
の
要
因
と

出
生
数
増
加
の
要
因
と

��

支
援
体
制
は

支
援
体
制
は

生
活
困
窮
者
支
援
事
業
の

生
活
困
窮
者
支
援
事
業
の

��

就
労
支
援
は

就
労
支
援
は

今
後
の
地
域
公
共
交
通
計
画
の

今
後
の
地
域
公
共
交
通
計
画
の

��

行
方
は

行
方
は

保
育
所
民
営
委
託
と

保
育
所
民
営
委
託
と

��

今
後
の
方
向
性

今
後
の
方
向
性

新
た
に
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が

新
た
に
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が

��

追
加
追
加
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